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V 家畜群と半家畜化 ト ナ カ イ 群と の対比
VI 人の居留地への繋留はいかに してな さ れたか
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合が増加する (Payne， S .， 1 975， Clutton-Brock ,J. , 1978, Davis ,S.J.M. ,1982, Legge , S.J.and
































れば十分であるOいや緊急時には， -0分内に出発す る こ と さ えあ る と いわれ， かれ ら が し 、 か


























しか存在しない J CLeroi-Gourhan ，1964 ，vo l.2:35) 。























(Morgan ,L.H. ,1877:27) 。 ま た ， 生産手段と生産関係の弁証法的な発展の う え で ， 社会の進化
を記述できるとしたエンゲルスもまたモルガンの見解に沿って， r家族 私有財産， 国家の起
源』において，牧畜的段階を，農耕の起源に先行するものとして位置づけた (Marx，
K. ,1884:126and88-9) 。 かれが， モ ルガ ン の主張を も っ と も だ と み な し た背景に ， 都市的文
明中心から離れた地で遊動する遊牧民を野蛮の民とみなす歴史的に形成された固定観念に加






















































































(中近東の晴乳類については Hunn . E ..1979:106-107 参照。 すな く と も 狩猟 さ れて い た動
物種については， Bokonyi ，S. ，1978:60 参照)
目 科
InsectivoraC食虫目 ) ErinaceidaeC ハ リ ネ ズ ミ 科)
SoricidaeC ト ガ リ ネ ズ ミ 科)
ChiropteraC翼手目 ) eightfamiliesC8 科)





HyaenidaeC ハ イ エ ナ科)
jι[ 円しanidaeC-1ヌ 科)
FelidaeC ネ コ科)
HyracoideaC岩狸目 ) ProcaviidaeCハ イ ラ ッ ク ス科)
PerissodactylaC ウ マ科) EquidaeC ウ マ科)
ArtiodactylaC偶蹄目 )
Nmil イ 科)
Tylopoda CamelidaeC ラ ク ダ科)
CervidaeC シ カ科)
Ruminantia
LagomorphaC ウ サ ギ科) LeporidaeC ウ サギ科)
RodentiaC 輯歯科) SciuridaeC リ ス科)
HystricidaeC ヤ マ ア ラ シ科)
DipodidaeC ト ビ ネ ズ ミ 科)
MuscardinidaeC ヤ マ ネ科)
SpalacidaeC モ グ ラ ネ ズ ミ 科)
MuridaeC ネ ズ ミ 科)











Hyaenahyanea ハ イ エ ナ
Canis 盗塁芳 生主主三， ジ ャ ッ カ ル
Fennecuszerda フ ェ ネ ッ ク キ ツ ネ
Vulpes キ ツ ネ
Acinonyxjubatus チ ー タ ー
Caracalcaracal カ ラ カ ル
Felis 瀬議
Panthera ラ イ オ ン ， ヒ ョ ウ
Procaviacapensis ハ イ ラ ク ス




Addaxnasomaculatus ア ン テ ロ ー プ
Bostaurus 湧 議
Capra 議機 ア イ ベ y ク ス
Gazella ガゼル
Oryxleucoryx オ リ ッ ク ス
Ovis 議;接民 ム フ ロ ン
Lepuscapensis ケ ー プウ サ ギ
Sciurusanomalus リ ス
Hystrixindica ヤ マ ア ラ シ
トビネズミ
ヤマネ



















あいだにみられる相関から論じたのは，ヤルマンであった (Jarman ，1974) oまた，同じく動
物の属性に注目して人為的な拘束下におかれることに対する種に応じた耐性，また人と親和
性をもちやすい性質の有無といったことを考慮した説明が，動物学者から提出されてもいる



















































































































































4) 牧畜と い う も のが， なかんず く 動物に対す る ， 道具を介さ な い， 人間的行為の産物で あ る と い





(Geist ,V. ,1971, andJewell ,P.A. eta l. ,1974. ,Clutton-Brock , J. ,1978 :50.)



















































かにされているひとつの事実である (Jarman，M .R . & Wilkinson , P.F. ,1972, pp.83-96. 野
沢，一九八七， 93頁) 。 と こ ろ で， そ れぞれ時代を異にす る層か ら 出土す る 羊 ・ 山羊個体の残
存遺骨の特定部分 (~8骨= astragalusなど)のサイズを，時代毎にドットして，そのサイズ
の変位幅，および平均サイズを比較してみるとき，紀元前 8 000 年紀後半以降， そ のサ イ ズ
変位幅が急に増大するだけでなく，全体的にそれまでよりも小さいサイズ、へと平均が移動して





数の個体を飼養することによる栄養条件の低下も考慮されねばならない (elu tton-Brock， J. ,














































になることを示すデータを提示している(たとえば Ducos，P . ，1 978 ， p . 54 をみ よ ) 。


















6000年紀， そ し て馬や ラ ク ダがそれ以後に家畜化さ れた こ と を明 らかに し た のであ る O
ところでここでいま，これら動物考古学者が残存遺骨から読み取った出来事を，これまでも
そう言ってきたように， r考古学的な意味での家畜化の開始」 と 呼ぶ こ と に し て ， そ こ で考古
学的にみたときに，たしかに起こったと考えられる，考古学的に推論可能な<新たな出来事>
を要約するなら，次のようなことになるだろう。





また 3 )， 4) の事実は，








































































































体の身体特徴記憶が基礎になっていることは言うまでもない。こうしてかれらは， I こ の 日 の
周囲に黒い斑点がある若は，等しく目黒の斑点をもっこの母親の二番目の子である」と言った
関係を，特に言葉にだして憶えているわけではないのだが，一方を指定されれば，ただちに他



































































































調査したときのものである。かれらの群経営に関しては Tani， Y .， Matui ,T. & Omar ,S. ,
1980 お よ び松井， 一九八Oをみよ 。
2)この観察は，一九七七年七月末，アフガ、ニスタン・ロガール県パラキ (Baraki)に近いカライ・























4) ト ル コ のユル ッ ク に関 し ては松原， 一九八三， 四二頁以下， ル ー マ ニ ア の事例 に つ い て は ，
Telcianu ，1979. お よ びTani ，Y. ,1980，82-83 に詳細が示 しであ る 。
5)ルーマニア北東部，ビストリッツァ県アルダン村の移牧専業牧夫に，自己の所有している群をま
えにして，ある特定の母子系列にかんして，その年齢および関係を指示するように求めたことがあ
る(一九七八年-0月)。そのときの解答事例をここに示しておく。かれは， I こ の母雌の子は どれ
かJ， I こ の母雌の妹は どれか」 と い う 問 L 、かけ に対 して， 即座に それを指示 し ， そ の年齢を答えて
くれた。同ーの母雌から生まれた子の出生順序を直ちに指摘できるだけでなく，世代深度をさかの
ぼった関係性までも，かれらは再構成できることがこれから明らかになる。
事例 1 ,- 5-3-2 事例2 ，-一一一2 - 1
I一一一一 2 - 1 ，一一2~ ~ l I I一一
11-9 一一7一一5-4 I一一 5 - 4- 2


































































































すでに母子分離がおこなわれた 6カ月子(A 2 )と， 5 月 に う ま れた た め に夏期の放牧期間で も
なお，母群に入れられたまま放牧され，授乳が続行していた 3カ月子( B 2) に 関 し て ， そ れ ら
が，放牧時に実母に特異的に接近する度を比較することで，両ケースでの行動上の差異を明ら
かにすることにした 4 ) (Tani ，Y. ，1982:7-10) 。 そ の結果を簡単に述べ る な ら ば ， A2 は ， 放牧
時はもちろんのこと，キャンプ地に戻って，柵内で母子ともども混じりあう状況でも，実母に
接近することはまったく見られなかった。それに対して， B2 は， 放牧時に， と き に実母に特
異的に接近することがあり，とりわけキャンプに戻って，実母に接近する度は高まり，柵内で
座り込む際には，実母のもとにぴったりと近づいて，その脇に座り込むのであるOいわば後者
































































4) こ の観察は， ルー マニ ア ・ ピ ス ト リ ッ ツ ァ 県 シ ェ ピス($ebis) 村のー牧夫の群に関 し て な さ れ
た(一九八O年九月)。
5) 観察対象と して ， <母雌AO と その子A 1 (1. 5才)， A2 (0.5才) >, <母雌B Oとその子 B 1
(l . 5才)， B2 (0.3才) >という，二つの母子集団を選んだ。 A 1 ,B1 はすで に二年子で あ る 。














6) 家畜群の成立に関 して， こ の よ う な人の居留地か ら の放牧によ っ て， 居留地をホ ー ム ・ レ ン ジ と















































































































































で 1 )，授乳を許容する関係は成立し，この問題は解決するのである O
ところで，他に，捕獲しやすい新生児とともに，母雌を捕獲するもうひとつの可能性を示唆
した仮説として，いわゆる 2 )おとり説と言うものがあるOこのおとり説としては，生け捕り
にした牡をもって，野生雌を引き付けるという，古典的なハットの見解がある CHatt，G . 1918






















に確立される CCraig， J .V . 1981:118) 。 も し そ の期間中に子が引 き離 さ れた り ， 母雌がな に か
の理由でその場から追いやられたり，立ち去るようなことがおこると，その後のスムースな授
乳・晴乳関係が成り立たないと言われるOともあれ，このようにして相互的記憶にに必要なイ
































































VII 居留地への繋留が も た ら し た<新た な事態>
さて，考古学的な意味での家畜化が，羊・山羊においてまず開始された時点で，いわゆる動
物考古学者たちが，起こったと確認している新たな出来事が招来されるためには，すくなくと





































































































児固体との親和性を示唆するものとして興味深い CLechevallier， R.H. ,Meadow , R.et






















































































































3) 考古学的な意味での家畜化の段階での， 牧夫 と幼児段階の羊 ・ 山羊と の親和性の確立を示唆する
データとして，インダス中流の，いわばインド側でもっとも早く家畜化が開始された(ほぼ紀元前

















































畜の技法の展開を可能にする基本的前提条件を用意したものだと考えた t ' o
1)筆者は，一九八九年秋におこなわれたフィールド研究者懇話会のシンポジウム「ドメスティケー
ションをめぐってJ (オーガナイザー:松井健，京都大学・京大会館にて，十一月一五日開催)の
発表において，考古学的な意味での家畜化を， I群 レベルでの人づけ」 段階か ら 「個体 レ ベ ルで の
人づけ」段階への移行と呼ぶことにした。
参考文献
今西錦司，一九四八， r遊牧論その ほか」 秋田屋。
梅樟忠夫，一九五0-五一， I乳をめ ぐ る モ ン ゴルの生態(I - II) J ， r 自然 と文化J， 自然史学会， 京都。
一九六五「狩猟と遊牧の世界(上・下) J r思想』 二月号十~二九 四月 号六六~八八， 岩波
書店。
太田至，一九八二， I牧畜民に よ る家畜放牧の成立機構J ， r季刊人類学』 一三一 四， 講談社， 一八~五
六頁。
葛野活昭，一九九0， r ト ナ カ イ の社会誌J， 河合出版。
小長谷有紀，一九九一「モンゴルの春J，河出書房新社。
鄭仁和，一九九二， r遊牧ー ト ナ カ イ 牧畜民サ ー メ の生活J， 筑摩書房。
谷泰，一九七六「牧畜文化考J， r人文学報』 四二， 一~五八頁， 京都大学人文科学研究所
一九七六， r牧夫 フ ラ ン チ ェ ス コ の一 日 一 イ タ リ ア中部山村生活誌』 日本放送出版協会。
一九七七， Iイ タ リ ア中部山村移牧羊の管理につ いてJ， 会田雄次， 梅忠夫編 『 ヨ ー ロ ッ パの
社会と文化J，京都大学人文科学研究所，一一七~一六七頁。
一九九二， I家畜 と家僕 去勢牡誘導羊の地理的分布と そ の意味」 人文学報 (七一) ， 五三~
九六。
一九九三， I誰が最初に乳を搾 っ たかJ， 週刊朝 日百科 : 動物た ちの地球一二一， 朝 日新聞社，
一八~二一。
松原正毅，一九八三， r遊牧の世界 ト ル コ 系遊牧民ユル ッ ク の民族誌か らJ (上下)，中公新書。
野沢謙，一九八七， I家畜化の生物学的意義J， 福井勝義編 『牧畜文化の原像一生態 ・ 社会 ・ 歴史J ， 日
本放送出版協会，六三--0七頁。
松井健，一九八0， rパ シ ュ ト ゥ ン遊牧民の牧畜生活J， 京都大学人文科学研究所。
一九八九， rセ ミ ・ ド メ ス テ ィ ケ ー シ ョ ン ー農耕と遊牧の起源再考J， 海鳴社。




Bla xter , K.L. , Kay , R..B. , Sharman , G.A.M. , Cunningham , . M.M.andHamilton , W.
J. , 1974, Fαrming theRedDeer.Edinburgh.
Bるk 凸nyi ， S.H. , 1969, Archaeologicalproblemsandmethodsofrecognizinganimaldomesｭ
tication.InP.J.UckoandG.W.Dimbley(ed) , Thedomestication αnd exploiｭ
tα tion ofplants αnd αn~m αIs: 218-29.London , Duckworth.
1978, Environmentalandculturaldifferencesasreflectedintheanimalbone
samplesfromfiveearlyNeolithicsitesinSouthwestAsia , InMeadow , R.H.
and Zeder , M.A.(ed) , Approαches to fiαunαJ αnαysis in theMiddle Eαst ，
PeabodyMuseumBulletin , Harvard:57-62.
1989Definitionofanimaldomestication.InClutton-Brock , J.(ed)Thewα lking
larder , London:UnwinHyman:22-27.
BosseneckJ.andA.vonDriesch , 1978, Thesignificanceofmeasuringanimalbonesfrom
archaeologicalsites.InMeadow , R.H. and Zeder , M.A.(ed) , Approαches to
fα unαlα nα lys is intheMiddleEαst ， PeabodyMuseumBulletin , Harvard:25-39.
Clutton ・Brock ， J.,1978, BonesfortheZoologist , InMeadow , R.H.andZeder , M.A.(ed ),
Approαches tofiαunαf αnαlys is intheMiddleEαst ， PeabodyMuseumBulletin ,
Harvard:49-51.
EarlyDomesticationandtheungulatefaunaoftheLevant duringthePreｭ
potteryNeolithicperiod.InBrice , W.C.(ed.) , Theenvironment αI historyofthe
Ne αr αnd MiddleEαst sincethelastIceAge , LondonAcademicPress.
1987, A nαtural historyofdomestic αted mαmmα Is ， CambridgeUniv.Press.
Craig,J .V. ,1981, Domesticαn~mα I beh αvwr:c αuses αnd implic αtions forαn~mα I cα reαπd
mαnα gement ， EnglwoodChiffs.
Davis , S.J.M. , 1982, Climaticchangeandtheadventofdomestication:thesuccessionofru ・
minantartiodactylsinthelatePleistocene-HoloceneintheIsraelregion , P，αle­
orient8:5-15.
Digard , J.P. , 1981, Techniquesdenom αdes bαxtyari d'Ir αn ， CambridgeUniversityPress.
1990, L'hommeetles αmmαux domestique , Paris , Fayard
Ducos , P. , 1978, “Domestication" definedandmethodologicalapproachestoitsrecogniｭ
tioninfaunalassemblages.InMeadow , R.H.andZeder , M.A.(eds) , Approαches
toflαun αl αn αlysis intheMiddleEαst ， PeabodyMuseumBulletin , Harvard:53ｭ
61.
Engels , F.1884L'originedelaflαmille ，delaproprietepriveeetdeI'Et αt ， Paris ,Edition
Sociales , 1983
Geist , V. , 1971, Mountαin Sheep:Astudyinbeh αvwr αηd evolution.Chicago.
1974 The behavior of Ungulates an
一 272
考古学的意味での家畜化とは何であったか(谷泰)
Associαtion ， vol.5, NewYork.
Hole , F. , 1989, A two-part , twostagemodelofdomestication ,ln 'Clutton-Brock , J.(ed) , The
wα lking larder , London:UnwinHyman:97-104.
Hunn , E. , 1979, TheabdominationofLeviticusrevised , InR.F.EllenandD.Reason(ed) ,
Classificαtion intheirsoci αI context , AcademicPress:103-116.
Jarman , P.J. , 1974, Thesocialorganizationofantelopeinrelationtotheir ecology , In
Beh αvior ， Leiden , E.J.Brill.
Jewell , P.A. , Milner , C. , andBoyd , J.M. , 1974, Islandsurvivors:TheecologyoftheSo αy
sheepofSt.Kild α . London.
Lechevallier , M. , Meadow , R.etQuivron , G. , 1982, Depotsd'animauxdanslessepultures
NeolithiquesdeMehrgarh , Pakistan , InPαleorient 8/1:99-102.
Lee , R.B.&DeYore , I(ed) , 1968, Mαn thehunter , Aldine , Chicago.
Legge , A.j.andRowley-Cowney , P.A.1987, GazellekillinginStoneAgeSyria , Scientific
Americ αn ， 255:88-95.
Leroi-Gourhan , A. , 1964, LegesteetIα pαro le ， vol.1-2.Paris , AlbinMichel.
Meadow , R.H. , 1989, Oesteologicalevidencefortheprocessofanimaldomestication. In
Clutton-Brock , J.(ed ), Thewα lk ing larder , UnwinHyman , London , pp.80-90.
Morgan , L.1877Lαsociete αrch αLque ， Paris , Anthropos , 1985.
Ohta , I., 1982, Man-animalinteractioncomplexingoatherdingofthepastoralTurkana ,
Africαn StudiesMonogr αphs ， SupplementaryIssue1, KyotoUniv , Kyoto:13-42.
Payne , S. ,1975, FaunalchangeatFranchthicavefrom 20,000 BCto 3 ,000 BC , InA.T.
Clason(ed.)ArcheologicalStudies , Amsterdam , NewYork , NorthHolland:120ｭ
131
Rinley , T.&Caughley , G. ,1959Astudyofhomerangeinaferalgoatherd.NewZeeland
Jour ‘n αI ofScience , 2:150-170.
Shikano , K. , 1984, OnthestabilityofthegoatherdinthepastoralSamburu , Africαn Study
Monogr α:ph ， SupplementaryIssue3:59-69.
Tani , Y. , Matui , T.& Omar , S. , 1980, ThepastorallifeoftheDurraniPashtunnomadsin
southeasternAfghanistan , InTani , Y.(ed) , Preliminαry reportofcomp αrαtive
studies 0η the αgrico -pα storα I peoples in southwestern Eur αSLα ， Research
InstitutefortheHumanisticStudies , KyotoUniversity , Kyoto:67-86.
Tani , Y. ,Kobayashi , S.& Nomura , M. , 1980, Man-sheeprelationshipintheflockmanageｭ
menttechnicsamongnorthCarpathianshepherds ,ln Tani , Y.(ed) , Preliminαry
reportofcomp αrαtive studiesontheαgrico -pα storα I peoplesinsouthwestern
Eur αSLα ， Research Institute for the Humanistic
-273
人文学報
Domesticαted plants αnd αηLmαls ofthesouthwesternEur αSL αη αgro-p αstor αl
culture , vo1.2, TheResearchInstituteforHumanisticStudies ,Kyoto Univ:1-42.
1989, Thegeographicaldistiributionandfunctionofsheepflockleader:A culｭ
tural aspect of the man-domesticated animal relationship in southwestern
Eurasia. In Clutton-Brock , J.CedJ , The wαlking lαrder. London: Unwin
Hyman:185-199.
Telcianu , R. , 1979, Terminologieoiere αsc αin Comun α Mαieru ， JudetulBistrit α-N αsαud ，
(DissertationforPh.D. , Univ.ofCluj))
Trinchieri , R. , 1941, Vitαdi pαstori nellaCα mpα gnα Romanα ， Roma , FratelliPalombi.
Uerpmann , H.P.1978. MetricalanalysisoffaunalremainsfromtheMiddle East. In
Meadow , R.H. and Zeder , M.A.Ced) , Approαches to /1αunαl αnαlys is inthe
MiddleEαst ， PeabodyMuseumBulletins , Harvard:41-45.
1989, AnimalexploitationandthephasingofthetransitionfromthePaleolithic
totheNeolithic.InClutton-Brock , J.CedJ , Theωα lk ing lαrder. London:Unwin
Hyman:191-196.
274-
